
 

 
第５学年 算数科学習指導案 

 
児 童：５年３組 男子１６名 女子１５名  
指導者：井 上  学 

 
 
１ 単元名  ８ 小数のわり算「小数のわり算を考えよう」 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 

小数については，第 4 学年第 6 単元で 1/10 の位の範囲でしくみや加減計算について学習して

いる。そして，第 5 学年第 1 単元で小数の意味を 1/1000 の位まで拡張し，小数が整数と同じ十

進法であることを扱っている。 
小数の乗法については，第 2 単元「小数のかけ算とわり算」で小数×整数の意味と計算まで学

習しており，前単元である第 7 単元「小数のかけ算」で小数×小数の意味と計算方法を学習して

いる。 
本単元のねらいは，「÷小数」の意味（除法の意味の拡張）と，その計算方法を理解させること

である。 
前単元では，「×小数」の意味とその筆算の仕方を指導している。本単元とは互いに対をなして

いる内容であるので，単元の組み立て方や学習の展開の仕方には共通するところが多い。したが

って，おおまかには，「×小数」を指導した要領に準じ，乗法と除法の特異性に配慮して指導にあ

たればよいといえる。 
 
「教材の関連と発展」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４年 ５年 ６年 

⑥小数 
・小数の意味（小数第一

位），構成，大小比較 

①小数と整数のしくみ 
・小数の意味（小数第二位，

三位）構成，大小比較 

③わり算の筆算（１） 
・２,３位数÷１位数の筆

算形式による除数 
・整数倍の意味 
（第一用法，第三用法）

⑨わり算の筆算（２） 
・２,３位数÷２位数の筆

算形式による除数 

②小数のかけざんとわり算 

・小数×整数の計算 
・小数(整数)÷整数の計算

・小数倍の意味

⑦小数のかけ算 
・小数÷小数の意味と計算

・小数の乗法の意味と拡張

・小数倍（第一用法，第二用法）

本単元 小数のわり算  
・小数÷小数の意味と計算

・小数の除法の意味と拡張

・小数倍（第一用法，第二用法） 

⑥分数のかけ算と 
わり算（１）

・分数×整数の計算 
・分数÷整数の計算 
・分数×分数の計算  

⑦分数のかけ算と 
わり算（２）

・分数÷分数の計算 
・分数の乗除の意味の拡張

・分数倍（第一～第三用法）



 

（２） 子どもの実態 
① レディネステスト 

レディネステストの内容と正答率は以下の通りである。 
既習・未習 内   容 正 答 率 
既  習 １．□にあてはまる数を書きましょう。  

(1)３６０÷３０＝３６÷□  
(2)６８０÷４０＝□÷４ 
 
２．計算をしましょう。(3)や(4)は、商を一の位まで求めて、あ

まりも出しましょう。 
(1)            (2) 
 ４）９．６         ２７）９７．２ 
 
(3) (4) 
 ５）２６．８        １３）５８．２ 
 
３．しょう油が 7.2ℓあります。9 本のビンに等分すると、１本

ぶんは何ℓになりますか。 
   式 
    
   答え 
 
４．赤のテープは４m、青のテープは６ｍです。青のテープの

長さは赤のテープの長さの何倍ですか。 
   式  
    
   答え 
 

１ 
(1) ９３．５％ 
(2) ９０．３％ 
 
２ 
(1) ９６．８％ 
(2) ８７．１％ 
(3) ８０．６％ 
(4) ７７．４％ 
 
 
 
３ 
立式 １００％ 
答え ８７．１％ 
 
 
 
４ 
立式 ９０．３％ 
答え ７７．４％ 

未  習 ５．わりきれるまで計算しましょう。            

(1)            (2)     
 ４．２）１０．５             ２．４）７８ 
 

５ 
(1) １９．３％ 
(2) ３．２％ 

    
   １の「計算のきまりを活用して，何百何十÷何十の計算の仕方を考えることができるか」を問う

問題はほぼ理解できている。２の「小数÷整数の計算ができるか」については，誤答が目立った。

特に，「商を１の位まで求め，あまりを求める」問題で誤答が多く，仮商を見つけることや，商や

あまりの小数点の正しいうち方など，筆算の仕方をしっかりと理解していない子どもがいる。３の

「被除数が小数の場合のわり算の問題解決」と，４の「小数倍の問題解決」については，高い正答

率で立式できており，理解できていると思われる。しかし，答えの方は「１５」等の誤答が多く，

このことからも小数÷整数の筆算の仕方，特に「計算の途中で小数点をうつ」が定着していないと

思われる。 
   未習事項の「小数÷小数，整数÷小数」は，できていなかった。特に，小数点をどこにうったら

よいのか，除数の小数点をどうしたらよいのかを迷ったようだ。よって，今後の学習で問題を解け

るだけではなく，「なぜ小数点をうつのか」などの説明がしっかりとできるようにさせる必要があ

る。 
 
 



 

② 教材とのかかわり  
これまで子どもたちは，数と計算領域において計算問題に熱心に取り組み，繰り返し練習を行っ

ている。チャレンジ問題や補助問題などにも積極的に取り組み意欲的である。また，既習事項をも

とに解決への見通しをもち，文章や数直線を用いて解決方法を説明できる子どもも増えてきている。

ただ，中には自力解決はできるものの，どう説明したらよいかが分からない子どももいる。 
 
③ 友達とのかかわり  

   授業時間の問題解決場面や，感想発表場面において積極的に挙手をして発言しようという子ども

たちがいる反面，答えが分かっていても恥ずかしさや，間違うことの心配などから挙手をしない子

どもも見られる。 
   少人数による話合いは，お互いの考えを交流すること，説明することで考えを深めることを目的

として行ってきている。相手意識を持ち，ノートを用いながら説明できる子が増えてきている一方

で，自分の考えがなかなか言えなかったり，説明しているうちに混乱してしまったりする子どもも

いる。自力解決でのノートへの書き方を交流したり，少人数による話合いの機会を増やしたりして，

話合いに慣れるよう指導を続けている。 
 
（３）指導に当たって  
 ① 教材とのかかわり 

本単元では，「÷小数」の意味（除法の意味と拡張）と，その計算方法を理解させることをねらい

としている。導入は，具体的な場面を取り上げ，数直線によって整数の場合に成り立つ数量の関係

が小数の場合にも成り立っていることや，言葉の式をもとに除法の意味を整数から小数へと拡張し

ていきたい。 
また，「÷小数」の計算では単位に着目させ，小数点を移動することによって既習の計算に帰着さ

せ，整数の場合と同様の手順で計算できることを理解させたい。 
除法では，除数と被除数に同じ数をかけても，同じ数でわっても商は変わらないという除法の性

質を生かして，子どもたち自らが計算の仕方を考えられるようにしたい。 
「商が被除数より大きくなるわり算」や，「あまりの位取り」については，数式だけではイメージ

しにくい学習であると考える。よって，数直線などを用い，視覚的にも理解させたい。 
 
② 友達とのかかわり 

   友達との考えを交流する場面において，次の点に留意して指導することにより学習内容の理解や

技能の習得，意欲的な学習へとつなげ，学習内容をより確かなものにしていきたい。 
・ 自分の考えをもち，友達に伝える意欲をもたせる。そのために相手意識をもち，しっかりと話

を聞けるようにさせる。 
・ 既習事項をしっかりと定着させ，既習の用語を使わせながら説明させる。 
・ 友達の考えを聞き，感想や意見をもてるようにさせる。特に，よい考え，分かった点などを意

見として言えるようにさせる。 
 
３．単元の目標 

観  点 目      標 

算数への関心・意欲・態度 ・ 除数が小数の場合でも、既習の整数の場合の数量関係などをもと

にして、除法の式に表そうとする。 
数学的な考え方 ・ 整数の除法計算と関連付けて、除数が小数の除法計算の仕方を考

える。 
数量や図形についての表現・処理 ・ 除数が小数の除法計算をすることができる。 

数量や図形についての知識・理解 ・ 除数が小数の除法の意味やその計算の仕方を理解する。 



 

４．単元の指導計画と評価規準(１１時間) 
小

単

元 

時 
 
間 

○学習の目標 
・おもな学習活動 
 

評価規準（評価方法） 

算数への関心･意

欲･態度 
数学的な考え方 数量や図形につい

ての表現・処理 
数量や図形につい

ての知識・理解 
１ 
小

数

の

わ

り

算 
 
 
 
 
 
 
 
⁀ 

８

時

間 

‿ 

 
１ 
・ 
２ 

○ 小数でわることの意味と，

整数÷小数（1/10 の位まで）

の計算の仕方を理解できる。 
 
・ 立式を考える 
・ 200÷2．5 の計算の仕方を

考える。 
・ 200÷2．5 の計算の仕方を

まとめる。 

・ 既習の整数の

除法と関連付け

て，小数でわる

ことの意味を，

数直線図や言葉

の式を用いて考

えようとしてい

る。 
（発言・ノート）

・ 既習の整数÷

整数，小数÷整

数などに関連付

けて，整数÷小

数（1/10 の位ま

で）の計算の仕

方を考えてい

る。 
（発言・ノート）

 ・ 小数でわるこ

との意味を理解

している。 
（発言・ノート）

 
３ 
・ 
４ 

○ 1/10 の位までの小数どう

しの除法の筆算の仕方を理

解し，その計算ができる。 
 
○ 1/10 の位までの小数どう

しの除法の計算（商が純小数

や，被除数に０を補う場合）

ができる。 
 
・ 立式を考える。 
・ 7．8÷6．5 の計算の仕方

を考える。 
・ 小数÷小数の筆算の仕方を

まとめる。 
・ 2．8÷3．5  ，1．8÷2．

4，８÷2．5 の筆算の仕方を

考える。 
・ 計算練習をする。 

 ・ 除法の性質を

用いて既習の計

算に帰着させ，

1/10の位までの

小数どうしの除

法の筆算の仕方

を考えている。

（観察・発言・ノ

ート） 
 

・ 1/10 の位まで

の小数どうしの

除法を筆算（商

が純小数や，被

除数に０を補う

場合を含む）で

している。 
（観察・発言・ノ

ート） 
 

・ 小数÷小数の

筆算の仕方を

理解している。

（発言・ノート）

 

５ 
 

○ 純小数でわると，商は被除

数より大きくなることを理

解できる。 
 
・ 240÷1．2 と 240÷0．8
の計算をして，商と被除数の

大きさを比べる。 
・ 純小数でわると商が被除数

より大きくなることをまと

める。 

   ・ 純小数でわる

と，商が被除数

より大きくなる

ことを理解して

いる。 
（発言・ノート）

 



 

６ 
 
本 
時 
 
６ 
／ 
８ 

○ 小数の除法におけるあま

りの位取りについて理解で

きる。 
・ 2．5ℓのジュースを 0．7ℓ
入りの水筒に入れると何個

できて，ジュースがどれだけ

あまるかを考える。 
・ 小数の除法におけるあまり

の小数点のうつ位置につい

てまとめる。 

  ・ 小数の除法に

おけるあまりを

正しく求めてい

る。 
（観察・ノート） 

 

 

７ ○ 小数の除法の答えを概数

で表すときの処理の仕方を

理解できる。 
・ 1．4ℓの砂の重さが 2．6
㎏のときの，１ℓの砂の重さ

を，２けたの概数で求める。 

  ・ 小数の除法の

答えを，必要に

応じて概数で表

している。 
（観察・発言・ノ

ート） 

 

８ ○ 学習内容を確実に身に付

けることができる。 
・ 「力をつけよう」に取り組

む。 

  ・ 学習内容を正

しく用いて，必

要に応じて概数

で表している。 
（観察・発言・ノート） 

 

２ 
小

数

の

倍

と

わ

り

算 
⁀ 

２

時

間 

‿ 

１ ○ 比較量，基準量が小数のと

きも，何倍かは除法で求めら

れることを理解できる。 
・ 3.6 ㎞，1．8 ㎞は，2．4
㎞の何倍かを求める方法を

考える。 
・ 比較量，基準量が小数の場

合でも倍を求めるには除法

を使うことをまとめる。 

  ・ 比較量，基準

量が小数の場合

でも，何倍かを

除法で求めてい

る。 
（観察・発言・ノ

ート） 
 

 

２ ○ 倍を表す数が小数のとき

も，基準量は比較量÷倍で求

められることを理解できる。 
・ 630g が基準量の 1．8 倍に

あたるときの，基準量の求め

方を考える。 
・ 基準量を求めるには，□を

使って乗法の式に表すと考

えやすいことをまとめる。 

  ・ 倍を表す数が

小数の場合も，

□を用いるなど

して基準量を求

めている。 
（観察・発言・ノ

ート） 
 

 

ま

と

め 
⁀ 

１

時

間 

‿ 

１ ○ 学習したことが身に付い

ているか，確かめることがで

きる。 
 
・ 「たしかめよう」に取り組

む。 

・ 学習内容を適

切に活用して，

活動に取り組も

うとしている。

（観察・ノート）

 

  ・ 基本的な学習

内容について理

解している。 
（発言・ノート）

 



 

2．5ℓのジュースを，0．7 ℓ入 
りの水とうに入れていきます。 
何個の水とうをいっぱいにでき 

ますか。また，何ℓあまりますか。 

５ 本時の学習（小数のわり算 ６／８） 
（１） 学習の目標 
  ○小数の除法におけるあまりの位取りについて理解できる。 
 
（２） 評価規準 

［表現・処理］ 
   小数の除法における，あまりを正しく求めている。 
 
（３） 展開 
段階 学 習 活 動 教師のはたらきかけと評価 
課

題

把

握

と

見

通

し 
 
10
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 問題を把握する。 

                  
 
２ 立式する。 ２．５÷０．７ 
 
        ３         ３ 
  ０．７）２．５   ０．７）２．５ 
      ２ １       ２ １ 
        ４       ０．４ 
 
３ 学習課題を把握する。 
 
 
４ 解決の見通しをもつ。 
 ・ あまりを確かめていくための見通しをもつ。

  ㋐ℓをｄℓにして考える。 
  ㋑図や数直線で考える。 
  ㋒除数と被除数を１０倍して考える。 
  ㋓検算で確かめる。 

 
・ 題意をつかみ，本時で学習することをは

っきりさせる。 
・ 前時までとの違いの「あまりを求めるこ

と」に気付かせる。 
 
 
・ 立式に悩んでいる子どもには，小数を整

数に置き換えたなら，どんな式になるか考

えさせる。 
・ 提示した筆算から，あまりがどのように

なるのか考えさせる。 
・ 問題場面を表した図をもとにあまりの見

当をもたせる。 
・ 0．4 ℓだけの場合は，なぜそちらが正し

いのか理由を考えていくことを促す。 

 
課 
 
題 
 
追 
 
究 
 
23 
分 

５ 自力解決をする。 
㋐ℓをｄℓにして考える。 

  ①2．5ℓ は 25ｄℓ  0．7 ℓは７ｄℓ 
  ②２５÷７＝３あまり４（ｄℓ） 
  ③４ｄℓは 0．4ℓ  答え ３個あまり 0．4ℓ

㋑図（数直線）で考える。 
０．７ ０．７ ０．７ 0.4

     
   0        0.7        1.4       2.1  2.5 

答え ３個あまり 0．4ℓ 
㋒除数と被除数を１０倍して考える。 

   ①２５÷７＝３あまり４ 
   ③あまりの４を 1/10 にして 0．4 
         答え ３個あまり 0．4ℓ 

 
・ １つの方法でできた子どもには，別の方

法でも考えるように促す。 
［教材とのかかわり］ 

 
・ 検算であまりを導いている子どもには，

なぜそれで正しいといえるのか友達への説

明の仕方を考えさせる。 
［友達とのかかわり］ 

 
・ 自力解決に自信のない子どもには，数直

線を用いた課題解決の方法を教える。 
［教材とのかかわり］ 

 

小数のわり算のあまりについて考えよう。



 

 
６ 解決方法を話し合う 

（１）少人数で話し合う。 
  
 
 
 
 
 
 （２）全体で話し合う 
 
 
（３）検算であまりが０．4 でよいことを確認

する 
  ０．7×３＋０．4＝2．5 

 
 
・ 「ℓをｄℓに単位を変えて」「数直線を使っ

て」等のように，もとにした考え方を言え

るようにさせる。 ［教材とのかかわり］ 
・ 少人数グループ内で，ノートを見せ合い

ながら，どのような考えでそのような答え

になったのか，各自の考えを発表し合うよ

うにさせる。   ［友達とのかかわり］ 
 
・ それぞれの求め方のよさを確認し，小数

点を１つずらすのは 0.1 をもとにし，計算を

しやすくする工夫であること，あまりはも

との小数点にそろえなくてはならないこと

を理解させる。  ［教材とのかかわり］ 
課

題

解

決 
７

分 

７ 学習内容をまとめる。 
 ・ あまりの小数点の位置についてまとめる。

      
 
 

 
・ 問題で行った筆算にもどって考えさせる。

・ 「もとの小数点」に注目させる 
 

ま

と

め 
 
 
 
５

分 

８ 練習問題を解く。 
 ・商は一の位まで求めて，あまりもだしましょ

う。 
(1)4.9÷2.3  (2)17.5÷9.6 

   (3)340÷7.2 
  

 
 
 
９ 次時の学習内容を知る。 
 

【具体の評価規準（方法）と指導の手だて】 
 
あまりのある場合の小数の除法計算ができ

る。（観察・ノート） 
・ 早く終わった子どもには，チャレンジ

問題に取り組ませる。 
・ できない子どもには，もとの小数点に

着目すること等，個別指導で対応する。

 
・ 次時は概数で表すときの学習をすること

を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小数のわり算であまりを考え         3 
るとき，あまりの小数は，わら  0.7) 2 . 5 
れる数のもとの小数点にそろえ      2  1 
てうちます。                      0 . 4



 

（４）板書計画 
 

                     
 
式）２．５÷０．７＝０．４ 
   答え ３個あまり 0．4 ℓ 
筆算） 
      ３        ３ 
０．７）２．５  ０．７）２．５ 
    ２ １      ２ １ 
      ４      ０．４ 
 
 
 
                                 
                       
 
                           P.93⑦ 

(1)       (2)       (3)       
2.3）4.9     9.6）17.5     7.2)３４０

 
 

 2．5ℓのジュースを， 

0．7 ℓ入りの水とうに入

れていきます。 
何個の水とうをいっぱ

いにできますか。また，

何ℓあまりますか。 

課題 
小数のわり算

のあまりについ

て考えよう。

【ｄℓにして】 
・2．5ℓ は 25ｄℓ  0．7 ℓは７ｄℓ 
・２５÷７＝３あまり４（ｄℓ） 
・４ｄℓは 0．4ℓ 
    答え ３個あまり 0．4ℓ 
 

【図・数直線】 
０．７ ０．７ ０．７ 0.4
     

     0         0.7        1.4       2.1    2.5 
答え ３個あまり 0．4ℓ 

まとめ 
小数のわり算であまりを考え         3 

るとき，あまりの小数は，わら  0.7) 2 . 5 
れる数のもとの小数点にそろえ      2  1 
てうちます。                0 . 4

考 
・ｄℓにして 

・図や数直線で 
・１０倍にして 
・けん算で

【１０倍して】 
・２５÷７＝３あまり４ 
・あまりの４を 1/10 にして 0．4 
     答え ３個あまり 0．4ℓ 
☆０．１をもとにして考えている

『けん算』 
０．7×３＋０．4＝2．5

0．1 

が 

４つ！


